
 

〔平成２０年度 第２回 千葉県後期高齢者医療懇談会〕 

 
日 時：平成２０年１２月１９日（金） 午後３時から 
場 所：千葉県後期高齢者医療広域連合事務局内 

 

次  第 

１ 開 会 

 

２ 議 題 

 

（１） 制度の施行状況について  

 

（２） 長寿医療制度の主な改善策等について 

 

（３） 長寿・健康増進事業について 

 

（４） 重複・頻回受診者への訪問指導について 

 

（５）  懇談会委員の増員について 

 

（６）  その他 

 

 

３ 閉 会 
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２
 
長
寿
医
療
制
度
の
主
な
改
善
策
等
に
つ
い
て
 

 １
 
保
険
料
軽
減
関
係
 

時
期
等

 
主
 
な
 
内
 
容

 

６
月
１
２
日

 
政
府
・
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党
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２
０
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度
の
軽
減
措
置
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１
 
７
割
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減
世
帯
を
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律
８
．
５
割
軽
減
と
す
る
。

 
２
 
所
得
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負
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る
者
の
う
ち
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い
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つ
い
て
は
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原
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５
０
％
軽
減
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す
る
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２
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）
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７
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の
う
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の
被
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険
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全
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が
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８
０
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円
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に
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９
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軽
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２
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２
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９
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。
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収
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。

 
１
 
国
保
の
保
険
料
を
確
実
に
納
付
し
て
い
た
者
が
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
す
る
場
合
。

 
２
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。
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５
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。
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２
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催

 

９
月
２
９
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。
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０
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催
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43,143 9.63 73,876 64,162
40,514 7.41 46,374 41,678
35,800 6.62 47,733 39,298
38,760 7.14 56,559 53,285
38,426 7.12 47,000 38,151
37,300 6.85 49,083 39,372
40,000 7.45 56,200 46,210
37,462 7.60 59,851 50,384
37,800 7.14 58,800 50,011
39,600 7.36 62,016 52,863
42,530 7.96 84,110 75,714
37,400 7.12 72,000 65,390
37,800 6.56 91,100 87,318
39,860 7.45 92,750 88,221
35,300 7.15 53,304 43,789
40,800 7.50 66,310 56,025
45,240 8.26 71,293 60,874
43,700 7.90 57,370 55,304
38,710 7.28 56,877 47,936
35,787 6.53 55,052 46,970
39,310 7.39 65,850 56,042
36,000 6.84 67,993 60,241
40,175 7.43 84,440 76,032
36,758 6.79 55,882 50,122
38,175 6.85 63,833 55,186
45,110 8.29 77,719 72,558
47,415 8.68 88,066 79,284
43,924 8.07 81,400 71,978
39,900 7.50 72,800 63,664
43,375 7.92 56,096 52,030
41,592 7.75 54,000 49,339
39,670 7.35 53,346 43,875
43,500 7.89 67,152 57,848
40,467 7.14 66,900 61,834
47,272 8.71 75,796 66,718
40,774 7.43 56,381 45,994
47,700 8.98 75,400 65,243
41,659 7.85 60,690 51,554
48,569 8.88 63,367 52,826
50,935 9.24 83,740 73,935
47,400 8.80 65,092 54,612
42,400 7.80 58,638 50,824
46,700 8.62 61,100 51,561
47,100 8.78 60,509 53,779
42,800 7.95 53,676 45,486
45,900 8.63 54,292 45,718
48,440 8.80 61,805 52,537
41,500 7.65 72,000 65,000
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３ 長寿・健康増進事業について 

 

１ 目的 

長年社会に貢献されてきた被保険者の健康づくりのために積極的に取り組

むこととし、国の平成２０年度特別調整交付金を活用して、健康に関するリー

フレットの提供その他被保険者の健康増進のための事業を実施する。 

 

 

 

 ２ 事業実施の経緯 

 

  (1) 平成２０年６月１２日政府・与党決定「高齢者医療の円滑な運営のための負

担の軽減等について」の中で、「広域連合や市区町村の創意工夫による健康増

進への取組みを促進する」とされた。 

 

  (2) このため、広域連合が事業計画を策定して実施する以下の事業について、国

の平成２０年度特別調整交付金が交付されることとなった。 

 

   （広域連合が委託又は経費助成して市町村が実施する事業も対象） 

① 健康相談、健康に関するリーフレットの提供 

② スポーツクラブ、保養施設等の利用助成 

③ スポーツ大会、レクリエーションの運営費の助成 

④ 医療と介護の連携強化モデル事業 

⑤ その他、被保険者の健康増進のために必要と認められる事業 

（既に各市町村で実施している人間ドック・脳ドック助成事業及び 

マッサージ等利用券助成事業も、上記⑤の対象となる。） 

 

  (3) これを受けて、本県広域連合では、各市町村と協議して、次のとおり、事業

計画を策定し、国に申請した。 
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３ 事業内容 

事     業 
実施 

市町村数 

平成２０年度

事業費見込み 

（千円）注２ 

広域連合事業 健康に関するリーフレットの提供 
 
 

４，４１０ 

①人間ドック費用助成 １３ ２６，６９８ 

②脳ドック費用助成 ２ ８，３２１ 

③はり・きゅう・マッサージ施設 
利用助成 

４ ４７，４８６ 

④健康増進教室 １ ２，２５８ 

⑤健康に関するリーフレットの提供 １ ６３０ 

市町村事業 

小計 
延べ２１

注１ ８５，３９３ 

合計  ８９，８０３ 

注１ 千葉市、柏市及び流山市が複数の事業を実施するため、実施市町村の実数は１６ 

注２ 平成２０年度事業費見込みは、国交付金の対象期間である平成２０年７月１日から 

２１年３月３１日までの実施分 

 

 

４ 今後の予定 

   国交付金の交付を受けて、各事業に配分する。 
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４ 重複・頻回受診者への訪問指導について 

 

 

１ 目的 
レセプト情報から重複又は頻回受診者を選定し、保健師等が家庭訪問・

面接等で適切な受診、服薬方法や健康管理に関する生活指導を実施するこ

とにより、受診者の健康の保持・増進及び医療費適正化を図る。  
 

２ 実施主体 
広域連合が実施主体となり、県内市町村から選定したモデル自治体及び

千葉県国民健康保険団体連合会の協力を得て実施する。 
 

３ 事業内容案 
(1) モデル自治体の選定 

平成２０年度は、モデル自治体として１団体を選定し、試行的に実施

する。 
 

(2) 対象者の選定 

県内市町村における現行の実施例などを参考に、モデル自治体と協議

して選定する。平成２０年度は、３～５世帯程度を対象に各２回の訪問

を予定。 
 
（選定例） 

   ・ １か月当たりのレセプト枚数４枚以上 
・ １か月当たりの受診回数１５回以上  など 

 

(3) 訪問指導の主な内容 

ア 対象者の生活状況、受診・服薬状況等を把握し、対象者及び家族に

対して健康管理に関する生活指導等を実施する。 
イ モデル自治体における保健・福祉サービス等の情報を提供する。 

 
 ４ 今後の対応 

(1) 指導後の受診状況等の把握・分析を行い、今後の本格実施のための実

施計画・マニュアル等を整備する。 

(2) 県国保連とも連携を図りながら、来年度以降の実施体制について、市

町村と協議して検討する。 
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5  懇談会委員の増員について

1 理由

当懇談会に、医療にかかる費用のうち約４割を負担していた
だいている現役世代の被保険者の代表として、各医療保険者を
加え、さらに広く意見等を聴く場としたい。

2 増員の候補

候補として、下記の医療保険者から、各１名を予定。

(１)健康保険組合連合会支部等を代表する者
(２)全国健康保険協会支部を代表する者
(３)各共済組合を代表する者

※次回の懇談会より出席を予定する。

被保険者

（７５歳以上の方）

各医療保険（健保、国保、協会けんぽ、船保、共済）の被保険者

（０～７４歳）

【都道府県単位の広域連合（全市町村が加入）】

支援金

（現役世代の仕送り）

患者

負担

公 費（約５割）
〔国：都道府県：市町村＝４：１：１〕

高齢者の保険料
１割

後期高齢者支援金（若年者の保険料）
約４割

医療 保険料

給付

(参考)後期高齢者医療制度の財源構成
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【参考】 

千葉県後期高齢者医療懇談会設置要綱(現行) 

 

（設置） 

第１条 後期高齢者医療制度の適正かつ円滑な運営に資するため、千葉県後期高齢者医

療懇談会（以下「懇談会」という。）を設置する。 

（所管事項） 

第２条 懇談会は、次に掲げる事項について協議するものとする。 

(1) 保険料に関すること。 

 (2) 医療給付に関すること。 

 (3) 保健事業に関すること。 

 (4) その他後期高齢者医療制度の運営に関すること。 

（組織） 

第３条 懇談会の委員は、次の各号に掲げる者のうちから広域連合長が委嘱する。 

 (1) 被保険者を代表する者 

 (2) 保険医又は保険薬剤師を代表する者 

 (3) その他広域連合長が必要と認める者 

２ 前項の委員の定数は、１０人以内とする。 

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。 

２ 委員に欠員が生じた場合の補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（会長及び副会長） 

第５条 懇談会に会長及び副会長を置く。 

２ 会長は、委員の互選により定める。 

３ 会長は、懇談会を代表し、会務を総理する。 

４ 副会長は、会長が指名した者とし、会長に事故あるときはその職務を代理する。 

（会議） 

第６条 懇談会は、会長が招集し、会長が議長となる。 

２ 会長は、必要があるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、意見等を聴くこと

ができる。 

（事務局） 

第７条 懇談会の事務局は、総務課が行う。 

（委任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、懇談会の運営に関し必要な事項は、会長が別に

定める。 

附 則 

 この要綱は、平成１９年７月４日から施行する。 
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